




笹 倉 秀 夫
はじめに

















































　　（ 1 ）　オノレ = ボネ























































































































































8　　早法 93 巻 2 号（2018）
〔…〕奴隷の状態に陥っている国では、右に述べたこととはまったく反対の
現象が見られる。その国において、人民に対する抑圧が厳しければ厳しいほ

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































38　　早法 93 巻 2 号（2018）
キァヴェッリの似た記述を想起しつつ、見ていこう。
（ 1）　部下の忠誠心をかちとるには





























































































4 4 4 4 4
から服従を確保はできる；しかし
兵士たちから愛される
















（第 2 巻 4 章12節以下）　策略と人間味との共存である。
　カルディアとの戦争では、キュロスはまず敵地の高所を密かに占領し要
42　　早法 93 巻 2 号（2018）
塞化した；そして平地での戦闘に際しては、軍の一部に敗走を装わせ、カ
ルディア軍がそれを追撃してきたのを、要塞にいる伏兵によって急襲し、

















城壁をくぐりバビロンに浸入し、難なく陥落させた。（ 2 ─ 7 ─ 5 ）


































































































えつけたぞ。」（Ⅰ─ 7 ─ 1 ）　同様なエピソードが、カエサルについても報



















































殺させた。（ 4 ─ 1 ─34）　あるいは、「コンスルのルルス（Fabius Rullus）
は、敵に向かって突撃せず退いた 2 軍団からくじで選び出した者を、同僚




背いてのものだった。」（ 4 ─ 1 ─40）　マキァヴェッリが取り上げていた（本
号14頁）、印象的なケースである。


































はこの敵を急襲し、かれらを捕虜にするか殺すかした」（ 2 ─ 5 ─12）とか
といったものがある。


























































































不落のこの町をキュロス大王に渡してしまった（ 3 ─ 3 ─ 4 ）。中身はかな
りちがうが、先にクセノポンの『キュロス伝』第 6 巻で見たのと重なる








撃し、この町を陥落させた。」（ 3 ─ 7 ─ 6 ）  ハンニバルの次の作戦も、印象
的である。「ハンニバルはアンティオコスの王に、敵の船に毒蛇が詰まっ
た壺を投げるよう助言した。そうすれば敵は毒蛇が気になって、戦うこと



































ローマに帰順した。」（ 2 ─ 6 ─ 7 ）
  スキピオ ＝ アフリカーヌスがスペインで絶世の美女をその父に無事返し
たエピソード（ 2 ─ 6 ─ 5 ）や、カミュルスが敵の家庭教師がおこなった背
信行為を受け入れなかった事例（ 4 ─ 4 ─ 1 ）や、エピルス王ピュロスの侍
医がピュロスに毒を盛ろうと申し出たが、ファブリキウスがこの提案を拒


















に入ってもいいのか」と聞いた」（ 4 ─ 6 ─ 1 ）。（以下、93巻 4 号に続く）
